
 
～「ボランティア活動応援ハンドブック」～ 

 

ボランティア窓口 
活用の手引き。 
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この冊子は、本学学生の 

「ボランティア活動応援ハンドブック」 

として、 

ボランティアについてや、 

学生の活動について 

紹介をさせていただきます。 

 

 



ボランティア窓口を 
知っていますか？ 

～ボランティア窓口について～ 

山口県立大学本館１階、学生支援部内にある
学生活動支援センター、そこにボランティア 
窓口があります。 

どこに 
あるの？ 

何を 
してるの？ 

どうやって
活用すれば
いいの？ 

ボランティア窓口は、「学生にボランティアを 
お願いしたい！」という依頼主の方々と、 
「何かしたい！」と思っている学生のみなさん 
を繋げるコーディネートを行っています。 

①ボランティア活動登録をする！ 
 メールなどでボランティア情報を発信します。 
②掲示板を確認する！ 
 ボランティア依頼について、学内に掲示します。 
 
※気になる活動がある場合、ボランティア窓口へ  
 ご連絡ください。 
 
③とにかく思いをぶつける！ 
 「何か活動をしたいけど、よくわからない」など、  
 思いは人それぞれ違うものです。 
 一度窓口に来て話をしてみませんか？ 



ボランティアって 
どんなものなの？ 

④創造性と開拓性 

ボランティアの語源については諸説があるようですが、ラテン語の
volo（ウォロ）からきていると言われます。 
「Volo」は、「よろこんで～する」という意味であり、自由意志を示して
います。 
 

よく、無償奉仕と記載してあるものを見かけますが、俗にいうタダ働
きとは全く違います！ 

窓口では、活動を通して不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与
する活動を紹介しています。 

ボランティアの
語源 

ボランティアの
４原則 

①自主性と主体性 

②社会性と連帯性 

③無償性と非営利性 

※次のページでは、ボランティアの 
              種類について紹介します。 



ボランティアの種類 
地域社会
タイプ 

社会福祉
タイプ 

国際理解
タイプ 

セルフ  
タイプ 

教育教養
タイプ 

【地域社会タイプ】 

・地域のお祭りの手伝い 

・災害復興支援 

・環境保全活動   など 

【社会福祉タイプ】 

・福祉施設での交流 

・障がいのある方の 

 サポート       など 

【国際理解タイプ】 

・海外の方との交流 

・翻訳通訳ブックの 

 自主制作      など 

【教育教養タイプ】 

・子どもたちのサポート 

・近隣の小中学校との 

 活動         など 

【セルフタイプ】 

・困ってる人が目の前に 

 いたら手助けする 

・目の前のゴミを拾う など 

内容紹介 

ボラン
ティア 

ボランティアを大きく 
５つのタイプに分けて 
紹介します。 

ここに挙げているもの
が活動のすべてでは 
ありませんが、参考 
にしてください。 



学生の活動紹介 

桜SA 

YPU  TFT 
PROJECT 

Kid’s  
English 

なつやすみの 
宿題楽しく 
学ぼう会 

★なつやすみ、小学生の 
  宿題をサポートしたり、 
    一緒にレクリエーション 
  を楽しみます！ 

★近隣の小学校で授業を 
    行 う な ど、 試行錯誤 
     しながら子どもたちに 
    英語の楽しさを伝えて 
    います！ 

★食のフェアトレードについてや、 
    世界の食糧事情について考え、 
    TFTメニューの考案、実践など 
    行っています！ 

★護身術を学ぶ会を設けたり 
    自転車に鍵をかける呼び 
    かけなど行ってきました。 
    防犯に関心を持って活動 
    しています。 
 

教育 
ボランティア 

★中 学 校 での 
    勉強サポートを 
    行っています。 
    活動を始めた 
    ばかりですが、 
    今後の活躍が 
    楽しみです！ 

みなさん、ご存知でしたか・・・？ 
他にも、県大の学生は活動が盛んで、正直紹介しきれません！！ 

大学内外で、日々精力的に活動しています。 



ボランティア活動を 
        行うにあたって・・・ 

心構え 

保険に 
ついて 

あたりまえの事ですが、 
おさらいしておきましょう。 

①ボランティア学生はお客様ではありません。 
 活動先の方はお忙しい中、時間をさいてサポートしてくださっています。   
 感謝の気持ちを忘れずに、一生懸命活動しましょう。 

②率先して活動を行いましょう。 
 せっかく活動に参加するのですから、受けた指示をこなすだけではなく、 
 周りを見て考えて動いてみましょう。社会でよく言われる「臨機応変」を 
 学ぶチャンスです！ 

③勝手な行動は控えましょう。 
 たとえば、 災害支援などの活動の場合、 気持ちが先走って行動して 
  しまうと、かえって迷惑になることもあります。 
 あせらずに状況判断や確認をすること、今の自分にできることをする 
 ということも大切です。 
 また、連絡・報告をこまめに行うとともに、手に余る状況が生じたときは、 
 すぐに相談しましょう。 

保険の加入について 
～確認することをお勧めします～ 

ボランティア活動を行うにあたり、 予期せぬアクシデントにみまわれないとは

言い切れません。窓口から紹介する活動の場合、基本的には依頼主の方で
保険に加入していただいています。 

個人で見つけて参加するボランティア活動についても、活動先がどんな保険
に加入しているのか、きちんと確認をして対応しましょう。 
※分からないときは、とにかくボランティア窓口で相談しましょう。 



最後に・・・ 

学内のあらゆるところで活動の話を聞くことがあると思います。 
中には「〇〇な活動をしたいけど、どこに連絡したらいいの？」 

という方もいるのではないでしょうか。 
迷った時は、ボランティア窓口にご連絡ください。 
「あなた発」のボランティア活動も募集中です！ 

あなたの理想に近づけるよう、コーディネートいたします。 

コーディ 
ネーターより 山口県立大学はボランティア活動が 

とっても盛んな大学です。 

連絡先 
活動登録先 学生活動支援センター 

ボランティア窓口  担当：伊勢屋 
 

TEL:083-928-3476 
E-mail:gakubora@ypu.jp 
 
 
 

こちらのバーコード 

からも登録できます！！   
→ → → → → → →  

県大ホームページで活動報告も行っています。 
そちらも是非ご覧ください（＾＾） 


